
荒歳流民救恤図

　群馬県士族福鎌芳隆の序文によれば、この図は

天保の飢饉（ききん）のとき、京都に滞在してい

た渡辺崋山翁が同志とともに飢民の救済活動を行

い、その様子を描いたものである。最初崋山の姪

に与えられたが、そののち転々として福鎌氏の所

蔵となり、前橋積善会の資金集めのため、明治32

年（1899）に図画11枚組で出版したものという。

　この図には崋山の署名のある天保９年（1838）

４月の「荒歳流民救恤図并略記」という文が添付

されていたことにより、崋山筆として流布した。

文にはおよそ以下のように記す。「天保７年（18�

36）夏の雨水災によって凶作となり、そのために

米価が沸騰、秋冬には飢餓に加え悪疫が流行し、

道路に餓死する者がおびただしかった。これを見

かねて不肖定静（崋山）が教諭所の儒師北小路大

学助と相談して、京都の同志を募り三条橋の南の

川原に救小屋を建て、飢餓の流民に衣食・医薬を

与えた。救恤は天保８年正月から翌年３月まで続

き、対象者1,480余人、内974人が死亡した。死者

は五条坂安祥院をはじめ７ケ寺に葬られた」。

　京都の三条川原において救済活動が行われたこ

とは、たとえば天保８年正月の町触（まちぶれ）

によって確認できる。同志の者たちが申し合わせ

て救小屋を建てて施行したい旨、儒者北小路三郎

が願い出、それを許可したので、窮民がそこに置

いてもらうのは勝手次第であるという内容であっ

た（『京都町触集成』11）。したがって、この救

恤図が京都の飢民救済を描いたものであることは

間違いない。

　渡辺崋山筆に疑いを早くに抱いたのは森銑三氏

である。「荒歳流民救恤図は崋山の画にあらず」

（『森銑三著作集』11）という一文を書いている。

森氏は、この図は京都町奉行所組の与力平塚茂喬

（飄斎）が救小屋の様子を画工小沢華嶽に描かせ

たものではないかと推測している。何者かが不肖

茂喬とあったのを定静とし、画工の華嶽を崋山に

変え、改竄（かいざん）してしまったのを、福鎌

氏が信じ込んで購入したのではというのである。

　田原藩家老の渡辺崋山は、天保７・８年の飢饉

時、江戸に詰めていた。田原藩でもひどい飢饉と

なり、藩主三宅康直は国元にあって対策に苦慮し、

崋山の出張を望んだが、崋山はそのころ病気を患

って出かけることができなかった。その代わり、

書簡で藩主以下の取るべき方策を細かく書き送っ

た。崋山は凶荒対策に並ならない心血を注いでい

たが、京都で直接救恤活動をするというのはあり

えないことであった。

　実際に救小屋を発起した平塚茂喬は「今古米銭

略考」（『日本経済大典』47）という自著のなか

で、その経緯を記している。救恤図の１枚目に橋

が描かれ、その近くの川原に「救小屋教諭所」と

墨書した幟（のぼり）が立っている。そのころ三

条橋の普請が完成し、川原に普請のための材木小

屋があったのを救小屋に造り替えたのだという。

前述のように儒者北小路の名で願い出た。図に

「施財喜捨人名」の名札が壁に貼られ、大釜で粥

を煮たり、医者が衰弱した人の脈を取っていると

ころが描かれるが、施粥・施薬の資金は熊谷蓮心

（直恭）ら京都の町人有志が私財を投じたもので

あった。図の最後は、棺桶に入れられた死者が僧

侶によって見送られている場面である。救済とい

っても、100人の内10人が助かり90人が倒れた。

棺桶は砂糖屋から買った明樽（あきだる）を使っ

た。それでも、市中で倒れた1,400～1,500人の内、

200～300人は全快して、生国に帰すことができた

という。

　茂喬は、飢民の目も当てられぬ様子、死んだ母

の乳房を幼児が含める体相などを、画工小沢華嶽

に写させ絵巻物に仕立て、有志の家宝としたのが

この図であったと、書き残している。茂喬（利助）

は幕末期の『仁風集覧』の編者でもあり、救済活

動に尽くした社会派の与力であった。

　　　　　菊池 勇夫（宮城学院女子大学 教授）

こうさいりゅうみんきゅうじゅつず
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荒歳流民救t凶図 (早稲田大学図書館所蔵)
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